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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
八
之
尻
字
前
畑
二
〇
九
三
の
四
、
二
〇
九
四
の
四
、
二
〇
九
五
の
二
、
二

〇
九
五
の
四
、
字
東
岩
下
二
二
一
四
の
三

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
共
同
漁
業

及
び
区
画
漁
業
の
免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
等
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
共
同
漁
業

１
　
漁
業
権
の
公
示
番
号
、
免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
及
び
関
係
地
区

別
表
第
一
の
と
お
り

２
　
免
許
予
定
日

平
成
十
六
年
一
月
一
日

３
　
免
許
申
請
期
間

平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

４
　
存
続
期
間

平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

５
　
制
限
又
は
条
件

別
表
第
一
の
と
お
り

二
　
区
画
漁
業

１
　
漁
業
権
の
公
示
番
号
、
免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
及
び
地
元
地
区

別
表
第
二
の
と
お
り

２
　
免
許
予
定
日

平
成
十
六
年
一
月
一
日

３
　
免
許
申
請
期
間

平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

４
　
存
続
期
間

平
成
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

５
　
制
限
又
は
条
件

別
表
第
二
の
と
お
り

別
表
第
一
　
漁
業
権
の
公
示
番
号
、
免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
及
び
関
係
地
区

漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

漁
場

漁
場
の
区
域

関
係
制
限
又
は
条

権
の

種
類

の
名

時
期

の
位

地
区
件

公
示

称

置

番
号

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

韮
崎

基
点
一
号
（
北
巨
摩
郡
双
葉
町

韮
崎
治
水
上
必
要

第
一

種
共

漁
業

一
日

市
及

地
先
双
田
橋
（
新
橋
）
橋
台
左
岸

市
及
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

び
北

下
流
端
）
と
基
点
二
号
（
南
ア
ル

び
北
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

巨
摩

プ
ス
市
野
牛
島
地
先
双
田
橋
（
新

巨
摩
障
を
及
ぼ
さ

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

五
八
九

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年

九
月
二
十
二
日

第
千
四
百
十
七
号

月　曜　日



（
標

月
三

郡
の

橋
）
橋
台
右
岸
下
流
端
）
と
を
結

郡
の
な
い
こ
と
。

準
和

十
一

全
町

ぶ
直
線
と
基
点
三
号
（
長
野
県
諏

全
町

名
あ

日
ま

村
の

訪
郡
富
士
見
町
地
先
白
州
町
道
松

村

ま
ご

で

各
地

原
国
界
線
に
か
か
る
国
界
橋
橋
台

）
漁

先

左
岸
上
流
端
）
と
基
点
四
号
（
北

業
、

巨
摩
郡
白
州
町
地
先
白
州
町
道
松

に
じ

原
国
界
線
に
か
か
る
国
界
橋
橋
台

ま
す

右
岸
上
流
端
）
と
を
結
ぶ
直
線
と

漁
業

の
間
の
釜
無
川
の
本
流
及
び
支
流

、
い

。
た
だ
し
、
次
の
区
域
を
除
く
。

わ
な

一
　
釜
無
川
の
合
流
点
よ
り
上

漁
業

流
の
御
勅
使
川
の
本
流
及
び

、
う

支
流

な
ぎ

二
　
基
点
五
号
（
北
巨
摩
郡
高

漁
業

根
町
清
里
字
月
の
木
三
六
八

、
う

六
番
地
下
流
筆
界
に
設
置
し

ぐ
い

た
標
柱
）
と
基
点
六
号
（
基

漁
業

点
五
号
か
ら
百
七
十
度
の
直

、
お

線
と
対
岸
と
の
交
点
）
と
を

い
か

結
ぶ
直
線
と
北
巨
摩
郡
高
根

わ
漁

町
清
里
地
先
東
京
電
力
津
金

業
及

発
電
所
取
水
堰
下
流
端
か
ら

び
こ

五
十
メ
ー
ト
ル
下
流
の
滝
下

い
漁

の
間
の
大
門
川
本
流
及
び
ダ

業

ム
た
ん
水
域

三
　
基
点
七
号
（
北
巨
摩
郡
須

玉
町
大
字
比
志
字
告
場
一
四

四
三
番
地
地
先
に
設
置
し
た

標
柱
）
と
基
点
八
号
（
北
巨

摩
郡
須
玉
町
大
字
比
志
字
シ

キ
ミ
沢
三
七
三
八
番
地
の
十

一
地
先
に
設
置
し
た
標
柱
）

と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
基
点
九

号
（
北
巨
摩
郡
須
玉
町
大
字

比
志
字
塩
川
三
九
七
九
番
地

の
一
地
先
に
設
置
し
た
標
柱

）
と
基
点
十
号
（
北
巨
摩
郡

須
玉
町
大
字
小
尾
字
大
平
二

〇
七
一
番
地
の
一
地
先
に
設

置
し
た
標
柱
）
と
を
結
ぶ
直

線
及
び
基
点
十
一
号
（
北
巨

摩
郡
須
玉
町
大
字
小
尾
字
中

積
り
八
八
六
三
番
地
地
先
に

設
置
し
た
標
柱
）
と
基
点
十

二
号
（
北
巨
摩
郡
須
玉
町
大

字
小
尾
字
切
畑
一
二
四
四
番

地
の
三
地
先
に
設
置
し
た
標

柱
）
と
を
結
ぶ
直
線
と
の
間

の
塩
川
並
び
に
本
谷
川
の
本

流
及
び
ダ
ム
た
ん
水
域

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

甲
府

一
　
基
点
一
号
（
西
八
代
郡
市
川

甲
府
治
水
上
必
要

第
二

種
共

漁
業

一
日

市
、

大
門
町
地
先
三
郡
東
橋
橋
台
左

市
、
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

韮
崎

岸
下
流
端
）
と
基
点
二
号
（
南

韮
崎
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

市
、

ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
地
先
三
郡

市
、
障
を
及
ぼ
さ

（
標

月
三

南
ア

西
橋
橋
台
右
岸
下
流
端
）
と
を

南
ア
な
い
こ
と
。

準
和

十
一

ル
プ

結
ぶ
直
線
と
基
点
三
号
（
北
巨

ル
プ

名
あ

日
ま

ス
市

摩
郡
双
葉
町
地
先
双
田
橋
（
新

ス
市

ま
ご

で

、
東

橋
）
橋
台
左
岸
下
流
端
）
と
基

、
東

）
漁

八
代

点
四
号
（
南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛

八
代

業
、

郡
石

島
地
先
双
田
橋
（
新
橋
）
橋
台

郡
石

に
じ

和
町

右
岸
下
流
端
）
と
を
結
ぶ
直
線

和
町

ま
す

、
八

と
の
間
の
釜
無
川
の
本
流
及
び

、
八

漁
業

代
町

支
流
。
た
だ
し
、
次
の
区
域
を

代
町

、
い

、
境

除
く
。

、
境

わ
な

川
村

１
　
基
点
九
号
（
甲
府
市
高

川
村

漁
業

、
中

成
町
字
笹
ノ
渡
一
一
〇
九

、
中

、
う

道
町

番
地
の
一
地
先
に
設
置
し

道
町

な
ぎ

、
芦

た
標
柱
）
と
基
点
十
号
（

、
芦

漁
業

川
村

甲
府
市
猪
狩
町
字
曽
根
一

川
村

、
う

及
び

〇
五
七
番
地
地
先
に
設
置

及
び

ぐ
い

豊
富

し
た
標
柱
）
と
を
結
ぶ
直

豊
富

漁
業

村
、

線
と
基
点
十
一
号
（
甲
府

村
、

、
お

西
八

市
高
成
町
字
骨
の
坂
一
一

西
八

い
か

代
郡

五
〇
番
地
地
先
に
設
置
し

代
郡

わ
漁

上
九

た
標
柱
）
と
基
点
十
二
号

上
九

業
、

一
色

（
基
点
十
一
号
か
ら
百
七

一
色

ふ
な

村
、

十
九
度
の
直
線
と
対
岸
と

村
、

漁
業

三
珠

の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直
線

三
珠

及
び

町
及

と
の
間
の
荒
川
本
流
及
び

町
及

こ
い

び
市

ダ
ム
た
ん
水
域

び
市

漁
業

川
大

２
　
甲
府
市
下
帯
那
町
の
丸

川
大

門
町

山
溜
池
（
通
称
千
代
田
湖

門
町

、
南

）

、
南

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

五
九
〇



巨
摩

二
　
基
点
五
号
（
東
八
代
郡
石
和

巨
摩

郡
増

町
字
小
石
和
地
先
小
石
和
樋
門

郡
増

穂
町

の
ス
ピ
ン
ド
ル
（
巻
揚
軸
）
）

穂
町

及
び

と
基
点
六
号
（
基
点
五
号
か
ら

及
び

鰍
沢

百
十
度
の
直
線
と
対
岸
と
の
交

鰍
沢

町
並

点
）
と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
下
流

町
並

び
に

の
笛
吹
川
の
本
流
及
び
支
流
。

び
に

中
巨

た
だ
し
、
基
点
七
号
（
東
八
代

中
巨

摩
郡

郡
石
和
町
字
広
瀬
地
先
向
橋
橋

摩
郡

の
全

台
左
岸
下
流
端
）
と
基
点
八
号

の
全

町
村

（
甲
府
市
向
町
地
先
向
橋
橋
台

町
村

の
各

右
岸
下
流
端
）
と
を
結
ぶ
直
線

地
先

か
ら
上
流
の
平
等
川
の
本
流
及

び
支
流
の
区
域
を
除
く
。

三
　
釜
無
川
の
合
流
点
か
ら
上
流

の
御
勅
使
川
並
び
に
坪
川
の
本

流
及
び
支
流

四
　
富
士
川
の
合
流
点
か
ら
上
流

の
戸
川
の
本
流
及
び
支
流

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

甲
府

一
　
基
点
一
号
（
東
八
代
郡
石
和

甲
府
治
水
上
必
要

第
三

種
共

漁
業

一
日

市
向

町
字
小
石
和
地
先
小
石
和
樋
門

市
向
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

町
、

の
ス
ピ
ン
ド
ル
（
巻
揚
軸
）
）

町
、
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

和
戸

と
基
点
二
号
（
基
点
一
号
か
ら

和
戸
障
を
及
ぼ
さ

（
標

月
三

町
、

百
十
度
の
直
線
と
対
岸
と
の
交

町
、
な
い
こ
と
。

準
和

十
一

川
田

点
）
と
を
結
ぶ
直
線
と
基
点
三

川
田

名
あ

日
ま

町
、

号
（
東
山
梨
郡
三
富
村
大
字
川

町
、

ま
ご

で

桜
井

浦
字
広
瀬
一
八
一
六
番
地
の
六

桜
井

）
漁

町
及

〇
地
先
に
設
置
し
た
標
柱
）
と

町
及

業
、

び
横

基
点
四
号
（
東
山
梨
郡
三
富
村

び
横

に
じ

根
町

大
字
上
釜
口
字
篠
の
平
一
一
七

根
町

ま
す

並
び

八
番
地
地
先
に
設
置
し
た
標
柱

並
び

漁
業

に
塩

）
と
を
結
ぶ
直
線
と
の
間
の
笛

に
塩

、
い

山
市

吹
川
の
本
流
及
び
支
流
。
た
だ

山
市

わ
な

及
び

し
、
次
の
区
域
を
除
く
。

及
び

漁
業

山
梨

１
　
基
点
七
号
及
び
基
点
八

山
梨

、
う

市
並

号
（
塩
山
市
大
字
上
萩
原

市
並

な
ぎ

び
に

字
日
川
四
七
八
四
番
地
の

び
に

漁
業

東
山

二
地
先
右
岸
及
び
左
岸
に

東
山

、
う

梨
郡

設
置
し
た
標
柱
）
と
を
結

梨
郡

ぐ
い

の
全

ぶ
直
線
か
ら
基
点
九
号
及

の
全

漁
業

町
村

び
基
点
十
号
（
塩
山
市
大

町
村

、
お

並
び

字
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

並
び

い
か

に
東

八
三
番
地
の
七
九
九
地
先

に
東

わ
漁

八
代

右
岸
及
び
左
岸
に
設
置
し

八
代

業
及

郡
石

た
標
柱
）
と
を
結
ぶ
直
線

郡
石

び
こ

和
町

と
の
間
の
日
川
本
流
及
び

和
町

い
漁

、
御

ダ
ム
た
ん
水
域

、
御

業

坂
町

２
　
日
川
と
雨
ノ
沢
川
の
合

坂
町

及
び

流
点
か
ら
基
点
十
一
号
（

及
び

一
宮

塩
山
市
大
字
上
萩
原
字
萩

一
宮

町
の

原
山
四
七
八
三
番
地
の
一

町

各
地

地
先
に
設
置
し
た
標
柱
）

先

と
基
点
十
二
号
（
塩
山
市

大
字
上
萩
原
字
日
川
四
七

八
四
番
地
の
一
地
先
に
設

置
し
た
標
柱
）
と
を
結
ぶ

直
線
と
の
間
の
雨
ノ
沢
川

３
　
基
点
十
三
号
及
び
基
点

十
四
号
（
東
山
梨
郡
牧
丘

町
大
字
北
原
字
北
奥
仙
丈

四
一
四
〇
番
地
の
一
地
先

右
岸
及
び
左
岸
に
設
置
し

た
標
柱
）
と
を
結
ぶ
直
線

か
ら
基
点
十
五
号
及
び
基

点
十
六
号
（
東
山
梨
郡
牧

丘
町
大
字
北
原
字
北
奥
仙

丈
四
一
四
〇
番
地
の
一
地

先
左
岸
及
び
字
塩
水
四
一

三
九
番
地
の
一
地
先
右
岸

に
設
置
し
た
標
柱
）
と
を

結
ぶ
直
線
と
の
間
の
琴
川

本
流
及
び
ダ
ム
た
ん
水
域

４
　
琴
川
と
塩
水
沢
川
の
合

流
点
か
ら
基
点
十
七
号
及

び
基
点
十
八
号
（
東
山
梨

郡
牧
丘
町
大
字
北
原
字
塩

水
四
一
三
九
番
地
の
一
地

先
右
岸
及
び
左
岸
に
設
置

し
た
標
柱
）
と
を
結
ぶ
直

線
と
の
間
の
塩
水
沢
川

二
　
基
点
五
号
（
東
八
代
郡
石
和

町
字
広
瀬
地
先
向
橋
橋
台
左
岸

下
流
端
）
と
基
点
六
号
（
甲
府
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梨
県
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市
向
町
地
先
向
橋
橋
台
右
岸
下

流
端
）
と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
上

流
の
平
等
川
の
本
流
及
び
支
流

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

西
八

基
点
一
号
（
山
梨
県
と
静
岡
県

西
八
治
水
上
必
要

第
四

種
共

漁
業

一
日

代
郡

と
の
境
界
と
富
士
川
右
岸
と
の
交

代
郡
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

市
川

点
）
と
基
点
二
号
（
基
点
一
号
か

市
川
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

大
門

ら
三
百
二
十
度
の
直
線
と
対
岸
と

大
門
障
を
及
ぼ
さ

（
標

月
三

町
、

の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
基

町
、
な
い
こ
と
。

準
和

十
一

六
郷

点
三
号
（
西
八
代
郡
市
川
大
門
町

六
郷

名
あ

日
ま

町
及

地
先
三
郡
東
橋
橋
台
左
岸
下
流
端

町
及

ま
ご

で

び
下

）
と
基
点
四
号
（
南
ア
ル
プ
ス
市

び
下

）
漁

部
町

東
南
湖
地
先
三
郡
西
橋
橋
台
右
岸

部
町

業
、

並
び

下
流
端
）
と
を
結
ぶ
直
線
と
の
間

並
び

に
じ

に
南

の
富
士
川
（
釜
無
川
を
含
む
。）の

に
南

ま
す

巨
摩

本
流
及
び
支
流
。
た
だ
し
、
次
の

巨
摩

漁
業

郡
増

区
域
を
除
く
。

郡
増

、
い

穂
町

一
　
基
点
五
号
（
南
巨
摩
郡
中

穂
町

わ
な

、
鰍

富
町
地
先
早
川
橋
橋
台
左
岸

、
鰍

漁
業

沢
町

下
流
端
）
と
基
点
六
号
（
南

沢
町

、
う

、
中

巨
摩
郡
身
延
町
地
先
早
川
橋

、
中

な
ぎ

富
町

橋
台
右
岸
下
流
端
）
と
を
結

富
町

漁
業

、
身

ぶ
直
線
か
ら
上
流
の
早
川
の

、
身

、
う

延
町

本
流
及
び
支
流

延
町

ぐ
い

及
び

二
　
富
士
川
の
合
流
点
よ
り
上

及
び

漁
業

南
部

流
の
戸
川
並
び
に
釜
無
川
の

南
部

、
お

町
の

合
流
点
よ
り
上
流
の
坪
川
の

町

い
か

各
地

本
流
及
び
支
流

わ
漁

先

業
及

び
こ

い
漁

業

内
共

第
五

や
ま

一
月

南
ア

基
点
一
号
（
南
巨
摩
郡
中
富
町

南
ア
治
水
上
必
要

第
五

種
共

め
（

一
日

ル
プ

地
先
早
川
橋
橋
台
左
岸
下
流
端
）

ル
プ
な
河
川
工
事

号

同
漁

標
準

か
ら

ス
市

と
基
点
二
号
（
南
巨
摩
郡
身
延
町

ス
市
の
施
行
に
支

業

和
名

十
二

芦
安

地
先
早
川
橋
橋
台
右
岸
下
流
端
）

芦
安
障
を
及
ぼ
さ

あ
ま

月
三

芦
倉

と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
上
流
の
早
川

芦
倉
な
い
こ
と
。

ご
）

十
一

及
び

の
本
流
及
び
支
流
。
た
だ
し
、
次

及
び

漁
業

日
ま

芦
安

の
区
域
を
除
く
。

芦
安

、
に

で

安
通

一
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
大
字
湯

安
通

じ
ま

並
び

島
地
先
湯
島
発
電
所
に
係
る

並
び

す
漁

に
南

湯
島
取
水
ダ
ム
か
ら
下
流
の

に
南

業
、

巨
摩

仙
城
沢
川

巨
摩

い
わ

郡
中

二
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
大
字
奈

郡
中

な
漁

富
町

良
田
地
先
奈
良
田
第
三
発
電

富
町

業
、

、
早

所
に
係
る
黒
河
内
取
水
ダ
ム

、
早

う
ぐ

川
町

及
び
石
小
屋
沢
取
水
ダ
ム
か

川
町

い
漁

及
び

ら
下
流
の
黒
河
内
川
の
本
流

及
び

業
、

身
延

及
び
そ
の
支
流

身
延

あ
ゆ

町
の

三
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
大
字
奈

町

漁
業

各
地

良
田
地
先
奈
良
田
第
三
発
電

及
び

先

所
に
係
る
白
河
内
取
水
ダ
ム

こ
い

か
ら
下
流
の
白
河
内
川

漁
業

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

塩
山

基
点
一
号
（
北
都
留
郡
丹
波
山

塩
山
治
水
上
必
要

第
六

種
共

漁
業

一
日

市
高

村
字
親
川
後
山
川
左
岸
下
流
端
と

市
高
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

橋
及

多
摩
川
左
岸
と
の
交
点
）
と
基
点

橋
及
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

び
落

二
号
（
基
点
一
号
か
ら
百
八
十
度

び
落
障
を
及
ぼ
さ

漁
業

月
三

合
並

の
直
線
と
対
岸
と
の
交
点
）
と
を

合
並
な
い
こ
と
。

、
に

十
一

び
に

結
ぶ
直
線
か
ら
上
流
の
多
摩
川
の

び
に

じ
ま

日
ま

北
都

本
流
及
び
支
流

北
都

す
漁

で

留
郡

留
郡

業
、

丹
波

丹
波

い
わ

山
村

山
村

な
漁

の
各

業
及

地
先

び
う

ぐ
い

漁
業

内
共

第
五

や
ま

一
月

北
都

基
点
一
号
（
北
都
留
郡
小
菅
村

北
都
治
水
上
必
要

第
七

種
共

め
漁

一
日

留
郡

字
日
向
金
風
呂
二
五
二
一
番
地
の

留
郡
な
河
川
工
事

号

同
漁

業
、

か
ら

小
菅

一
地
先
金
風
呂
橋
橋
台
左
岸
下
流

小
菅
の
施
行
に
支

業

に
じ

十
二

村
地

端
）
と
基
点
二
号
（
北
都
留
郡
小

村

障
を
及
ぼ
さ

ま
す

月
三

先

菅
村
字
高
橋
平
二
四
九
一
番
地
の

な
い
こ
と
。

漁
業

十
一

二
地
先
金
風
呂
橋
橋
台
右
岸
下
流

、
い

日
ま

端
）
と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
上
流
の

わ
な

で

小
菅
川
の
本
流
及
び
支
流

漁
業

及
び

う
ぐ
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梨
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い
漁

業

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

大
月

基
点
一
号
（
山
梨
県
と
神
奈
川

大
月
治
水
上
必
要

第
八

種
共

漁
業

一
日

市
及

県
と
の
境
界
と
相
模
川
右
岸
と
の

市
及
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

び
北

交
点
）
と
基
点
二
号
（
基
点
一
号

び
北
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

都
留

か
ら
三
百
十
度
の
直
線
と
対
岸
と

都
留
障
を
及
ぼ
さ

漁
業

月
三

郡
上

の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直
線
と
基
点

郡
上
な
い
こ
と
。

、
に

十
一

野
原

三
号
（
大
月
市
と
都
留
市
と
の
境

野
原

じ
ま

日
ま

町
の

界
と
相
模
川
左
岸
と
の
交
点
か
ら

町

す
漁

で

各
地

下
流
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点

業
、

先

）
と
基
点
四
号
（
大
月
市
と
都
留

い
わ

市
と
の
境
界
と
相
模
川
右
岸
と
の

な
漁

交
点
か
ら
上
流
七
百
五
十
メ
ー
ト

業
、

ル
の
地
点
）
と
を
結
ぶ
直
線
と
の

わ
か

間
の
相
模
川
の
本
流
及
び
支
流
。

さ
ぎ

た
だ
し
、
次
の
区
域
を
除
く
。

漁
業

一
　
基
点
五
号
及
び
基
点
六
号

、
う

（
大
月
市
七
保
町
大
字
瀬
戸

な
ぎ

字
小
金
沢
土
室
三
〇
六
四
番

漁
業

地
の
八
地
先
右
岸
及
び
左
岸

、
う

に
設
置
し
た
標
柱
）
と
を
結

ぐ
い

ぶ
直
線
か
ら
基
点
七
号
及
び

漁
業

基
点
八
号
（
大
月
市
七
保
町

、
お

大
字
瀬
戸
字
小
金
沢
土
室
三

い
か

〇
六
四
番
地
の
七
地
先
右
岸

わ
漁

及
び
左
岸
に
設
置
し
た
標
柱

業
、

）
と
を
結
ぶ
直
線
と
の
間
の

ふ
な

土
室
川
本
流
及
び
ダ
ム
た
ん

漁
業

水
域

及
び

二
　
基
点
九
号
（
大
月
市
七
保

こ
い

町
大
字
瀬
戸
字
竹
平
二
三
一

漁
業

〇
番
地
の
三
下
流
筆
界
に
設

置
し
た
標
柱
）
と
基
点
十
号

（
大
月
市
七
保
町
大
字
瀬
戸

字
唐
沢
二
三
〇
一
番
地
地
先

に
設
置
し
た
標
柱
）
と
を
結

ぶ
直
線
か
ら
大
月
市
七
保
町

大
字
瀬
戸
字
小
金
沢
土
室
三

〇
六
四
番
山
梨
県
有
林
百
八

十
一
林
班
い
一
小
班
地
先
砂

防
堰
堤
上
流
端
及
び
大
月
市

七
保
町
大
字
瀬
戸
字
小
金
沢

土
室
三
〇
六
四
番
山
梨
県
有

林
百
九
十
四
林
班
い
八
小
班

地
先
砂
防
堰
堤
上
流
端
と
の

間
の
葛
野
川
並
び
に
土
室
川

の
本
流
及
び
ダ
ム
た
ん
水
域

三
　
大
月
市
笹
子
町
大
字
黒
野

田
字
宮
之
原
地
先
の
砂
防
堰

堤
上
流
端
か
ら
大
月
市
道
奥

野
線
奥
野
橋
下
流
端
ま
で
の

奥
野
沢
川
本
流

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

富
士

基
点
一
号
（
大
月
市
と
都
留
市

富
士
治
水
上
必
要

第
九

種
共

漁
業

一
日

吉
田

と
の
境
界
と
相
模
川
左
岸
と
の
交

吉
田
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

市
、

点
か
ら
下
流
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル

市
、
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

都
留

の
地
点
）
と
基
点
二
号
（
大
月
市

都
留
障
を
及
ぼ
さ

漁
業

月
三

市
及

と
都
留
市
と
の
境
界
と
相
模
川
右

市
及
な
い
こ
と
。

、
に

十
一

び
南

岸
と
の
交
点
か
ら
上
流
七
百
五
十

び
南

じ
ま

日
ま

都
留

メ
ー
ト
ル
の
地
点
）
と
を
結
ぶ
直

都
留

す
漁

で

郡
西

線
と
基
点
三
号
（
富
士
吉
田
市
と

郡
西

業
、

桂
町

南
都
留
郡
忍
野
村
と
の
境
界
と
相

桂
町

い
わ

の
各

模
川
左
岸
と
の
交
点
）
と
基
点
四

な
漁

地
先

号
（
基
点
三
号
か
ら
五
十
度
の
直

業
及

線
と
対
岸
と
の
交
点
）
と
を
結
ぶ

び
う

直
線
と
の
間
の
相
模
川
の
本
流
及

ぐ
い

び
支
流

漁
業

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

南
都

基
点
一
号
（
南
都
留
郡
秋
山
村

南
都
治
水
上
必
要

第
十

種
共

漁
業

一
日

留
郡

字
瀬
戸
原
五
二
六
番
地
地
先
に
設

留
郡
な
河
川
工
事

号

同
漁

、
や

か
ら

秋
山

置
し
た
標
柱
）
と
基
点
二
号
（
基

秋
山
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

村
地

点
一
号
か
ら
百
三
十
度
の
直
線
と

村

障
を
及
ぼ
さ

漁
業

月
三

先

対
岸
と
の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直
線

な
い
こ
と
。

、
に

十
一

か
ら
上
流
の
秋
山
川
の
本
流
及
び

じ
ま

日
ま

支
流
。
た
だ
し
、
基
点
三
号
（
南

す
漁

で

都
留
郡
秋
山
村
地
先
中
野
橋
橋
台

業
、

左
岸
上
流
端
）
と
基
点
四
号
（
南

い
わ

都
留
郡
秋
山
村
地
先
中
野
橋
橋
台

な
漁

右
岸
上
流
端
）
と
を
結
ぶ
直
線
と

業
及

基
点
五
号
（
南
都
留
郡
秋
山
村
地

び
う

先
落
合
橋
橋
台
左
岸
下
流
端
）
と

ぐ
い

基
点
六
号
（
南
都
留
郡
秋
山
村
地
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漁
業

先
落
合
橋
橋
台
右
岸
下
流
端
）
と

を
結
ぶ
直
線
と
の
間
の
秋
山
川
の

区
域
を
除
く
。

内
共

第
五

や
ま

一
月

南
都

基
点
一
号
（
富
士
吉
田
市
と
南

南
都
治
水
上
必
要

第
十

種
共

め
漁

一
日

留
郡

都
留
郡
忍
野
村
と
の
境
界
と
相
模

留
郡
な
河
川
工
事

一
号

同
漁

業
、

か
ら

忍
野

川
左
岸
と
の
交
点
）
と
基
点
二
号

忍
野
の
施
行
に
支

業

に
じ

十
二

村
地

（
基
点
一
号
か
ら
五
十
度
の
直
線

村

障
を
及
ぼ
さ

ま
す

月
三

先

と
対
岸
と
の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直

な
い
こ
と
。

漁
業

十
一

線
と
基
点
三
号
（
南
都
留
郡
忍
野

、
い

日
ま

村
と
山
中
湖
村
と
の
境
界
と
相
模

わ
な

で

川
左
岸
と
の
交
点
）
と
基
点
四
号

漁
業

（
基
点
三
号
か
ら
四
十
度
の
直
線

及
び

と
対
岸
と
の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直

ぶ
ら

線
と
の
間
の
相
模
川
の
本
流
及
び

う
ん

支
流

ま
す

漁
業

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

南
都

基
点
一
号
（
南
都
留
郡
道
志
村

南
都
治
水
上
必
要

第
十

種
共

漁
業

一
日

留
郡

と
神
奈
川
県
津
久
井
郡
津
久
井
町

留
郡
な
河
川
工
事

二
号

同
漁

、
や

か
ら

道
志

と
の
境
界
と
道
志
川
右
岸
と
の
交

道
志
の
施
行
に
支

業

ま
め

十
二

村
地

点
）
と
基
点
二
号
（
基
点
一
号
か

村

障
を
及
ぼ
さ

漁
業

月
三

先

ら
二
百
九
十
度
の
直
線
と
対
岸
と

な
い
こ
と
。

、
に

十
一

の
交
点
）
と
を
結
ぶ
直
線
か
ら
上

じ
ま

日
ま

流
の
道
志
川
の
本
流
及
び
支
流

す
漁

で

業
、

い
わ

な
漁

業
、

う
な

ぎ
漁

業
及

び
う

ぐ
い

漁
業

内
共

第
五

わ
か

一
月

南
都

山
中
湖

南
都
一
　
治
水
上

第
十

種
共

さ
ぎ

一
日

留
郡

留
郡

必
要
な
河

三
号

同
漁

漁
業

か
ら

山
中

山
中

川
工
事
の

業

、
ふ

十
二

湖
村

湖
村

施
行
に
支

な
漁

月
三

地
先

障
を
及
ぼ

業
、

十
一

さ
な
い
こ

こ
い

日
ま

と
。

漁
業

で

二
　
オ
オ
ク

、
う

チ
バ
ス
の

な
ぎ

漁
場
管
理

漁
業

に
つ
い
て

、
う

は
、
次
の

ぐ
い

措
置
を
講

漁
業

ず
る
こ
と

、
お

。

い
か

１
　
当
該

わ
漁

水
面
に

業
及

お
け
る

び
お

在
来
の

お
く

生
物
へ

ち
ば

の
影
響

す
漁

を
評
価

業

す
る
こ

と
。

２
　
流
出

の
予
防

措
置
及

び
流
出

を
想
定

し
た
対

応
措
置

を
確
保

す
る
こ

こ
と
。

３
　
当
該

漁
場
か

ら
知
事

の
承
認

を
得
ず

に
生
体

の
ま
ま

持
ち
出

さ
な
い

こ
と
。

内
共

第
五

わ
か

一
月

南
都

河
口
湖

南
都
一
　
治
水
上

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
七
号
　
　
平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

五
九
四



第
十

種
共

さ
ぎ

一
日

留
郡

留
郡

必
要
な
河

四
号

同
漁

漁
業

か
ら

河
口

河
口

川
工
事
の

業

、
ふ

十
二

湖
町

湖
町

施
行
に
支

な
漁

月
三

、
勝

、
勝

障
を
及
ぼ

業
、

十
一

山
村

山
村

さ
な
い
こ

こ
い

日
ま

及
び

及
び

と
。

漁
業

で

足
和

足
和
二
　
オ
オ
ク

、
う

田
村

田
村

チ
バ
ス
の

な
ぎ

の
各

漁
場
管
理

漁
業

地
先

に
つ
い
て

、
お

は
、
次
の

い
か

措
置
を
講

わ
漁

ず
る
こ
と

業
、

。

お
お

１
　
当
該

く
ち

水
面
に

ば
す

お
け
る

漁
業

在
来
の

及
び

生
物
へ

に
じ

の
影
響

ま
す

を
評
価

漁
業

す
る
こ

と
。

２

流
出

の
予
防

措
置
及

び
流
出

を
想
定

し
た
対

応
措
置

を
確
保

す
る
こ

と
。

３
　
当
該

漁
場
か

ら
知
事

の
承
認

を
得
ず

に
生
体

の
ま
ま

持
ち
出

さ
な
い

こ
と
。

内
共

第
五

や
ま

一
月

南
都

西
湖

南
都
一
　
治
水
上

第
十

種
共

め
漁

一
日

留
郡

留
郡

必
要
な
河

五
号

同
漁

業
、

か
ら

足
和

足
和

川
工
事
の

業

わ
か

十
二

田
村

田
村

施
行
に
支

さ
ぎ

月
三

地
先

障
を
及
ぼ

漁
業

十
一

さ
な
い
こ

、
ふ

日
ま

と
。

な
漁

で

二
　
オ
オ
ク

業
、

チ
バ
ス
の

こ
い

漁
場
管
理

漁
業

に
つ
い
て

、
う

は
、
次
の

な
ぎ

措
置
を
講

漁
業

ず
る
こ
と

、
う

。

ぐ
い

１
　
当
該

漁
業

水
面
に

、
お

お
け
る

い
か

在
来
の

わ
漁

生
物
へ

業
、

の
影
響

ひ
め

を
評
価

ま
す

す
る
こ

漁
業

と
。

及
び

２
　
流
出

お
お

の
予
防

く
ち

措
置
及

ば
す

び
流
出

漁
業

を
想
定

し
た
対

応
措
置

を
確
保

す
る
こ

と
。

３
　
当
該

漁
場
か

ら
知
事

の
承
認

を
得
ず

に
生
体
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の
ま
ま

持
ち
出

さ
な
い

こ
と
。

内
共

第
五

わ
か

一
月

西
八

精
進
湖

西
八
治
水
上
必
要

第
十

種
共

さ
ぎ

一
日

代
郡

代
郡
な
河
川
工
事

六
号

同
漁

漁
業

か
ら

上
九

上
九
の
施
行
に
支

業

、
ふ

十
二

一
色

一
色
障
を
及
ぼ
さ

な
漁

月
三

村
精

村
精
な
い
こ
と
。

業
、

十
一

進
地

進

こ
い

日
ま

先

漁
業

で

、
う

な
ぎ

漁
業

及
び

お
い

か
わ

漁
業

内
共

第
五

わ
か

一
月

西
八

本
栖
湖

西
八
治
水
上
必
要

第
十

種
共

さ
ぎ

一
日

代
郡

代
郡
な
河
川
工
事

七
号

同
漁

漁
業

か
ら

上
九

上
九
の
施
行
に
支

業

、
こ

十
二

一
色

一
色
障
を
及
ぼ
さ

い
漁

月
三

村
本

村
本
な
い
こ
と
。

業
、

十
一

栖
並

栖
並

う
な

日
ま

び
に

び
に

ぎ
漁

で

下
部

下
部

業
、

町
中

町
中

お
い

之
倉

之
倉

か
わ

及
び

及
び

漁
業

釜
額

釜
額

、
ひ

の
各

め
ま

地
先

す
漁

業
及

び
に

じ
ま

す
漁

業

内
共

第
五

あ
ゆ

一
月

南
都

基
点
一
号
（
南
都
留
郡
道
志
村

南
都

第
十

種
共

漁
業

一
日

留
郡

と
神
奈
川
県
津
久
井
郡
藤
野
町
と

留
郡

八
号

同
漁

、
や

か
ら

道
志

の
境
界
と
道
志
川
左
岸
と
の
交
点

道
志

業

ま
め

十
二

村
及

）
と
基
点
二
号
（
基
点
一
号
か
ら

村
及

漁
業

月
三

び
神

百
三
十
四
度
の
直
線
と
対
岸
と
の

び
神

、
に

十
一

奈
川

交
点
）
と
を
結
ぶ
直
線
と
基
点
三

奈
川

じ
ま

日
ま

県
津

号
（
南
都
留
郡
道
志
村
と
神
奈
川

県
津

す
漁

で

久
井

県
津
久
井
郡
津
久
井
町
と
の
境
界

久
井

業
、

郡
津

と
道
志
川
右
岸
と
の
交
点
）
と
基

郡
津

い
わ

久
井

点
四
号
（
基
点
三
号
か
ら
二
百
九

久
井

な
漁

町
の

十
度
の
直
線
と
対
岸
と
の
交
点
）

町

業
、

各
地

と
を
結
ぶ
直
線
と
の
間
の
道
志
川

う
な

先

本
流

ぎ
漁

業
及

び
う

ぐ
い

漁
業

別
表
第
二
　
漁
業
権
の
公
示
番
号
、
免
許
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項
及
び
地
元
地
区

漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

漁
場

漁
場
の
区
域

地
元
制
限
又
は
条

権
の

種
類

の
名

時
期

の
位

地
区
件

公
示

称

置

番
号

内
区

第
一

こ
い

一
月

南
都

河
口
湖

南
都

網
の
面
数

第
一

種
区

小
割

一
日

留
郡

留
郡
、
規
格
、
設

号

画
漁

式
養

か
ら

河
口

河
口
置
場
所
及
び

業

殖
業

十
二

湖
町

湖
町
管
理
方
法
は

月
三

、
勝

、
勝
県
の
指
示
に

十
一

山
村

山
村
従
わ
な
け
れ

日
ま

及
び

及
び
ば
な
ら
な
い

で

足
和

足
和
こ
と
。

田
村

田
村

の
各

地
先

内
区

第
一

真
珠

一
月

南
都

河
口
湖

南
都

網
の
面
数

第
二

種
区

養
殖

一
日

留
郡

留
郡
、
規
格
、
設

号

画
漁

業

か
ら

河
口

河
口
置
場
所
及
び

業

十
二

湖
町

湖
町
管
理
方
法
は
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月
三

、
勝

、
勝
県
の
指
示
に

十
一

山
村

山
村
従
わ
な
け
れ

日
ま

及
び

及
び
ば
な
ら
な
い

で

足
和

足
和
こ
と
。

田
村

田
村

の
各

地
先

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
九
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

白
州
町

二
　
事
業
の
種
類

白
州
町
交
流
促
進
施
設
駐
車
場
等
拡
張
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
北
巨
摩
郡
白
州
町
大
字
白
須
字
中
村
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

白
州
町
交
流
促
進
施
設
駐
車
場
等
拡
張
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
法
第
三
条

第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
平
成
十
五
年
度
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る

充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
該

当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

白
州
町
交
流
促
進
施
設
（
以
下
「
施
設
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
十
三
年
二
月
の
開
設
以
来
、

当
初
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
来
客
数
に
よ
り
駐
車
場
が
混
雑
し
、
そ
の
た
め
国
道
二
十
号
に
面

し
た
一
箇
所
し
か
な
い
駐
車
場
の
出
入
り
に
支
障
を
来
し
、
国
道
二
十
号
の
渋
滞
及
び
交
通
事

故
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
本
事
業
は
、
そ
の
解
消
の
た
め
新
た
に
進
入
路

を
設
置
し
、
併
せ
て
駐
車
場
等
を
確
保
す
る
も
の
で
、
本
事
業
施
行
に
よ
り
、
利
用
者
が
安
全

か
つ
円
滑
に
施
設
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
国
道
二
十
号
の
渋
滞
解
消
及
び
交
通
事
故
防
止
に

つ
な
が
り
、
施
設
の
さ
ら
な
る
利
用
が
見
込
ま
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施

行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（二）

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（三）

起
業
地
は
、
利
用
者
の
利
便
性
、
経
済
性
、
交
通
渋
滞
へ
の
対
応
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定

さ
れ
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
最
も
適
当
な
も
の
と

し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（四）

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
駐
車
場
へ
の
出
入
り
に
必
要
な
車
両
の
進
入
路
等
の
設

置
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

（五）

（一）
か
ら
（四）
ま
で
の
理
由
に
よ
り
、
本
事
業
の
事
業
計
画
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

本
事
業
は
、
施
設
駐
車
場
へ
の
出
入
り
車
両
に
よ
る
渋
滞
及
び
交
通
事
故
の
発
生
等
の
早
期
改

善
を
図
る
た
め
施
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
早
急
に
施
行
す
る
必
要
性
が
高
い
事
業
と
認
め
ら
れ
、

土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該

当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

白
州
町
役
場
産
業
観
光
課

山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
号

山
梨
県
流
水
占
用
料
等
に
関
す
る
条
例
別
表
中
知
事
の
定
め
る
額
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
二

百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

「

河
口
湖
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
４
円
　
　
　
　
７
円

別
表
第
二
中
　
　
勝
山
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
４
円
　
　
　
　
７
円

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
十
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九
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十
二
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足
和
田
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
３
円
　
　
　
　
７
円

「

富
士
河
口
湖
町

７
円
　
　
　
　
３
円
　
　
　
　
　
（
旧
河
口
湖
町
及
び

旧
勝
山
村
の
区
域
に

７
円
　
　
　
　
３
円
　
　
を
　
　
限
る
。）

７
円
　
　
　
　
４

７
円
　
　
　

３
円
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町

」

（
旧
足
和
田
村
の
区

域
に
限
る
。）

７
円
　
　
　
　
３

円
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
３
円
　
　
に
改
め
る
。

円
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
７
円
　
　
　
　
３
円

」

公
　
　
　
告

'

松
く
い
虫
駆
除
命
令
内
容
の
公
表

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
駆
除
命
令
を
行
う
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
区
域
及
び
期
間

１
　
区
域

塩
山
市
の
区
域
内
に
存
す
る
松
林
の
区
域
の
う
ち
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
森
林
整
備
課
及
び

関
係
地
域
振
興
局
林
務
環
境
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

２
　
期
間

平
成
十
五
年
十
月
十
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で

二
　
森
林
病
害
虫
等
の
種
類

松
く
い
虫

三
　
行
う
べ
き
措
置
の
内
容

１
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
樹
木
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
樹
木
を
伐
倒
し
て
、

当
該
樹
木
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
樹
木
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
樹
木
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

２
　
松
の
伐
採
跡
地
で
あ
っ
て
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
根
株
の
存

す
る
も
の
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
跡
地
に
存
す
る
当
該
根
株
並
び
に
松
く

い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
に
薬
剤
を
散
布
し
、
又
は
当
該
根
株
を
は
く
皮

し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る

枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す
る
こ
と
。

３
　
松
く
い
虫
が
付
着
し
、
又
は
付
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
伐
採
木
等
（
伐
採
さ
れ
た
樹
木
そ
の
他

土
地
か
ら
分
離
し
た
樹
木
の
幹
及
び
枝
条
（
用
材
及
び
薪
炭
材
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
当
該
伐
採
木
等
に
薬
剤
を
散
布
し
、
当
該
伐
　

採
木
等
を
薬
剤
に
よ
り
く
ん
蒸
し
、
又
は
当
該
伐
採
木
等
を
は
く
皮
し
た
う
え
、
松
く
い
虫
が

付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
当
該
松
く
い
虫
並
び
に
そ
の
付
着
し
て
い
る
枝
条
及
び
樹
皮
を
焼
却
す

る
こ
と
。

四
　
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由

一
の
１
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お
い
て
前
年
度
中
に
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
並
び
に
本
年
度
に
お
け
る
気
象
条
件
及
び
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
の
発
生
状
況
に
か
ん

が
み
、
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
異
常
に
ま
ん
延
し
、
一
の
１

の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。

五
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

１
　
三
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
、
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
森
林
病
害
虫
防
除
員
の
指
示
に
従

う
こ
と
。

２
　
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
代
理
人
は
、
当
該
措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
三

に
掲
げ
る
樹
木
、
伐
採
跡
地
又
は
伐
採
木
等
の
所
在
す
る
地
域
を
所
管
す
る
地
域
振
興
局
林
務
環

境
部
長
を
経
由
し
て
、
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
３
に
よ
り
申

請
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
三
に
掲
げ
る
措
置
に
伴
う
損
失
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に
定
め
る
申
請
書
を
当
該

措
置
を
行
っ
た
後
速
や
か
に
、
三
に
掲
げ
る
樹
木
、
伐
採
跡
地
又
は
伐
採
木
等
の
所
在
す
る
地
域

を
所
管
す
る
地
域
振
興
局
林
務
環
境
部
長
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
提
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
当
該
申
請
者
が
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
、
損
失
補
償
金
の
額
を
決
定
し
、
損
失
補
償
金
を
交
付
す
る
。
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梨
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４
　
知
事
は
、
三
に
掲
げ
る
樹
木
、
伐
採
跡
地
又
は
伐
採
木
等
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
が
、

一
の
２
に
定
め
る
期
間
内
に
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
い
と
き
、行
っ
て
も
十
分
で
な
い
と
き
、

又
は
行
う
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
知
事
は
、
４
の
措
置
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
措
置
の
費
用
の
額
が
、
三
に
掲
げ
る
措

置
を
行
う
べ
き
者
が
自
ら
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一
部
を
行
っ
た
と
し
た
場
合
に
そ
の
者
が
受
け

る
こ
と
と
な
る
べ
き
損
失
補
償
金
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
に
相
当
す
る

額
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

'

国
土
調
査
の
指
定

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
国
土
調
査
の
指
定
年
月
日

平
成
十
五
年
九
月
十
一
日

二
　
調
査
を
行
う
者
の
名
称

下
部
町

三
　
調
査
地
域

西
八
代
郡
下
部
町
車
田
、
熊
沢
、
樋
田
及
び
三
沢

四
　
調
査
期
間

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

農
業
農
村
整
備
事
業
標
準
積
算
シ
ス
テ
ム
機
器
等
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
農
政
部
耕
地
課
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
十
五
年
八
月
二
十
八
日

四
　
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

エ
ヌ
イ
ー
シ
ー
リ
ー
ス
株
式
会
社
　
東
京
都
立
川
市
錦
町
一
丁
目
八
番
七
号

五
　
落
札
金
額

六
千
七
百
七
十
八
万
二
千
九
百
六
十
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
十
五
年
七
月
十
七
日

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
梅
ノ
木
六
一
二
、
六
一
四
、
六
一
六
、
六
一
七
、
六
一
八
、
六
一
九
、

六
二
〇
の
一
及
び
六
二
〇
の
四

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
六
百
十
九
番
地
　
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ツ
リ
ー
有
限
会
社
　
代
表
取
締
役

高
野
雅
人
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発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番
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成
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